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スペシャリストの定義

特定分野において⾼度な専⾨知識‧技術を有する⼈材‧

問題解決⼒が⾼く、企業の中核リソースとして活躍‧

職種例：技術者、研究者、医師、ITエンジニア、マーケター等‧

スペシャリストとゼネラリストの違い

⽐較項⽬

能⼒特性 深い専⾨知識と経験

スペシャリスト

幅広い知識と柔軟性

ゼネラリスト

強み ⾼度な技術⼒、即戦⼒ 横断的視野、総合調整⼒

代表職種 技術職‧分析職など 管理職‧営業職など
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スペシャリストが求められる背景

技術進化や専⾨性の⾼度化‧

複雑な課題への対応⼒‧

職種例：技術者、研究者、医師、ITエンジニア、マーケター等‧顧客ニーズの多様化‧

コンプライアンスやリスク管理の強化‧

イノベーション創出と競争⼒維持‧

スペシャリストが活躍できる職種例

IT‧技術職（SE‧セキュリティ‧社内インフラ）‧

クリエイティブ職（デザイナー‧映像制作）‧

職種例：技術者、研究者、医師、ITエンジニア、マーケター等‧マーケティング職（分析‧広告‧ブランド戦略）‧

財務‧会計（アナリスト‧監査‧経営管理）‧
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スキルの可視化と最適配置‧

⻑期視点でのジョブローテーション‧

職種例：技術者、研究者、医師、ITエンジニア、マーケター等‧外部研修‧社外交流の⽀援‧

キャリア⾃律⽀援の制度化‧

必須スキル‧役割の明確化‧

評価基準や待遇の市場整合性を重視‧

職種例：技術者、研究者、医師、ITエンジニア、マーケター等‧組織との親和性も重視した選考設計‧

採⽤のポイント

スペシャリスト育成と採⽤のポイント

育成のポイント


